
令和３年度 社会教育団体による地域パワーアップ事業 （一社）岡山県婦人協議会 

       

 

 

 

  

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事 業 の 背 景】 

海岸近い乙島では西日本沿岸に生息している「穴ジャコ」を古老達は「乙島ジャ

ク」と呼んで親しんでいる。独自の伝統漁法がある穴ジャコを子ども達、孫達に伝

承しようと地域の子ども達を対象に、自分達が、住んでいる地域を学ぶ機会を提供

し、地域の活性化や地域への愛着が芽生えるよう地域の絆づくりに活動している婦

人協議会が一緒になって体験学習を実施する。 

テーマ ふるさと発見！乙島ブランド穴ジャコ体験学習会❣） 

 

【事 業 内 容】 

日 時；令和３年１２月４日（土）10時～13時  

場 所；乙島コミュニティハウス         

参加者：玉島市長尾放課後児童クラブ 4名 

            〃 指導員 2名 

   玉島地区婦人協議会役員 7名 

連携団体；（乙島歴史研究会）乙島コミュニティ協議会 
内 容；・乙島ジャコの採り方を名人から学ぶ 

   ・乙島ジャコを使って婦人会役員から 

郷土料理を学ぶ 

 

 

 【活 動 の 様 子】 

乙島ジャコ採り名人瀧澤氏を講師に招き 独自の伝統漁法である稲穂などを使っ

て採り方を説明していただき、乙島海岸に生育している「穴ジャコ」についてお話し

ていただいた。ジョーレンで泥の表面を削りとると直径 2，3cmの巣穴が現れその穴

に筆を差し込むと乙島ジャコは敵が侵入してきたと思い外に追い出そうと筆を押し

上げるという、全身泥んこになりながら時の経つのも忘れ、渋々磯を後にするという

お話を子ども達は興味深く聴いていました。そして、準備したレシピに沿って郷土料

理「ジャコ」に舌鼓をうちました。 

 

 【成 果 と 効 果】  

乙島ジャコ採りが新型コロナの緊急事態宣言と重なり、乙島海岸での体験が延期と

なった。そんな中、ウイズコロナを考慮し、名人を招き稲穂や筆を使ってジャコ採り

についてお話していただいたこと。そして、名人が乙島海岸で事前に採取し、冷凍保

存してくださっていたジャコを使って、婦人会役員の指導により、郷土料理を調理す

ることにより、子ども達が、生まれ育った地域を知り、乙島ブランドとして、守り続

けている人がいることを知ってもらい、乙島の良さを再認識してもらう事ができた。 

【アンケート結果】実施数 4人 
① あなたは地域の特産品を知っていましたか？ 

           知らなかった 4人  

② 生まれ育った玉島の海の歴史がよくわかった 

           よくわかった 4人 

③ 玉島の事が自慢できますか？ 

           自慢できる   4人  

④ その他記述  ・来年はジャコ採りにも参加したい！ 

       ・地域の色んな人と協力出来て楽しかった。 

        ・玉島ってすごいと思った。 

            

【今 後 の 考 察】 

コロナ禍で、参加者を限定しての実施となり、

又、緊急事態宣言とも重なり、乙島ジャコ採りの

体験が出来なかった事がとても残念であったが

参加者から、地域を再発見でき、とても楽しかっ

た等、地域に対する愛着心が芽生えたことは有

益であった。今後とも玉島の良さを楽しく発見

出来る教室を勘案し提供していきたい。 


